


3.4　case2-1 の解析結果：図５に case2-1 の流速ベク

トル分布を示す。瞬時流速分布では、各モデルの風下

側開口から気流が 2.5[m/s] 程度で流入し、風上側開口

から流出する。モデルの隣棟間では渦が生じ、複雑な

気流場が形成される。平均通風量は 5.51[m3/h] である。

3.5　case2-2 の解析結果：図６に case2-2 の流速ベク

トル分布を示す。瞬時流速分布では、各モデルで、気

流が風下側開口から 3.5[m/s] 程度で流入している。平

均通風量は 7.87[m3/h] である。

3.6　case3-1 の解析結果：図７に case3-1 の流速ベクト

ル分布を示す。瞬時流速分布では、モデル C-2 で風下側

開口から気流が流入し、開口を有する内壁面に沿って風上

側開口から流出している。平均通風量は5.05[m3/h]である。

3.7　case3-2 の解析結果：図８に case3-2 の流速ベク

トル分布を示す。瞬時流速分布では、各モデルで、風

上側開口付近で渦が形成され、気流の流入出が同一開

口面で生じている。平均通風量は 4.89[m3/h] である。

3.8　各 case の比較：図９に各 case の解析結果の比較※５

を示す。各 case を比較すると、case2-2 の通風量が最も

多く case1-1 に対して 1.56 倍である。case3-1,3-2 では

ガイドベーンが逆に換気を阻害している。

4　まとめ

① case2-1 では、モデルの隣棟間で多数の渦が生じ、

　複雑な気流場が形成されている。

② case3-1,3-2 では、各モデルにおいて風上側開口付近

　で渦が形成されており複雑な気流場が形成されている。

　又、同一開口面で気流の流入出が同時に生じている。

③各 case を比較すると、case2-2 の通風量が最も多く、  

  case1-1 に対して 1.56 倍である。

(a) 瞬時流速分布 (t=6.890[s])

(a) 瞬時流速分布 (t=5.890[s])

(b) 平均流速分布

(b) 平均流速分布

(a) 瞬時流速分布 (t=8.495[s]) (a) 瞬時流速分布 (t=6.530[s])(b) 平均流速分布 (b) 平均流速分布

(a) 瞬時流速分布 (t=6.995[s]) (a) 瞬時流速分布 (t=5.930[s])(b) 平均流速分布 (b) 平均流速分布

※１   ドライバー領域は、周期境界条件で変動気流流入境界条件を計算するために、建物風上
       側に設けた領域である。
※２   計算開始後 t=0～ 2.6[s] までをプレ解析、t=2.6 ～ 4.6[s] はモデル開口部を開放して
　　　 から室内気流分布が形成されるまでの移行期間としてデータを破棄し、t=4.6～ 14.6[s]  
       までの計 10.0[s] 間を本解析の結果とする。
※３   開口の中心 (z=150[mm]) の水平断面における流速分布である。
     　瞬時流速分布における tは、解析開始後の経過時間を示す。
※４　 平均通風量は、各モデルの開口面における瞬時流入出量の積算値を、サイクル数で除  
       する事により平均化し算出する。
※５　 基準化換気量比とは、各 case の平均通風量を case1 の平均通風量で除した値である。
文１)  赤林・坂口・富永・有波・本田 「LESによる住宅の通風性状(その１)標準k-εモデルとLES
　　　 による住宅の通風性状の比較」日本建築学会学術講演梗概集、2013年
文２)  赤林・坂口・富永・有波・本田 「LESによる住宅の通風性状(その２)同一壁面に複数の開口部
　　　  を有する単純住宅モデルの気流性状に関する研究」日本建築学会学術講演梗概集、2013年

図９　各 case の解析結果の比較※５

図３　case1-1 の流速ベクトル分布※３

図４　case1-2 の流速ベクトル分布※３

図５　case2-1 の流速ベクトル分布※３ 図７　case3-1 の流速ベクトル分布※３

図８　case3-2 の流速ベクトル分布※３
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図６　case2-2 の流速ベクトル分布※３
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